
【年度計画21】

平成２３年度　前期授業評価アンケート　問５(総合評価）の階層別科目数

総科目数 444

4.5以上 4以上 3.5以上 3以上 3未満 合計

専門科目 14 60 86 41 8 209

教養科目 25 88 84 28 10 235
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【年度計画21】

授業評価アンケート問5（総合評価）が3未満の科目数の推移　（H21年前期からH23年前期）

2012/1/13

数値は科目数

H21年前期 H21年後期 H22年前期 H22年後期 H23年前期

総科目数 431 437 430 445 444*

(458)

教養教育 6 7 11 5 10

医学部 2 2 （１）
**

薬学部 3 3 5 1 1

経済学部 3 3 5 4 2

人文社会学部 4 3 2 4 3

芸術工学部 2 5 0 3 0

看護学部 1 2 0 2 2

全学合計
*** 19 25 23 21 18

***教養教育を含めた合計。

*医学部23年前期集計科目は通常後期で合算するため除外した講義数。
　（458）は医学部前期集計科目を含めた数。

**医学部23年前期（　　）の数字は後期で集計するため、参考の数値で、Ｈ２３年前
期の全学合計からは除外してあります。
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最先端・次世代研究開発支援プログラム 

 

採択された研究課題の概要  

１）テーマ  成体脳室下帯に内在する神経再生機構とその操作技術 

1. 研究背景 
胎児や新生児だけでなく、大人の脳においても新しい神経の細胞がつくられていることがわか

ってきた。脳は一度傷つくと治らないと考えられてきたが、動物を使った実験によって、以外に

高い再生能力があることが明らかになった。 

2. 研究の目標 
脳の中で生まれた細胞がどのように脳の中を移動して目的地に到達し、傷ついた脳を再生する

のかを明らかにする。次に、そのしくみを使って、病気や事故で失われた脳細胞を再生させるこ

とができるかどうかを調べる。 

3. 研究の特色 
現在、iPS細胞などを使って作った神経細胞を移植する再生医療に期待が集まっている。一方、

この研究は脳がもともと持っている修復能力のしくみを詳しく調べ、それを利用して再生を誘導

することを目指すものである。細胞を移植せずに脳の細胞を再生することができれば、より安全

で治療効果の高い再生医療が可能になると期待できる。 

4. 将来的に期待される効果や応用分野 
脳こうそくなど現在根本的な治療方法が存在しない脳の病気が治るようになり、医療費の抑制

や介護負担の軽減にもつながる。また、本研究によって再生医療の基盤技術が開発されれば、医

薬品・医療機器・医療材料関連業界などにおける新たな産業・雇用の創出につながる。 

 

２）テーマ 再生医療・癌治療への細胞老化の分子機構の利用－エピジェネティクスからのアプロ

ーチ 

1. 研究の背景 
再生医療とは失われた組織や器官を、自己の細胞から再生して治療する革新的な医療である。

しかし幹細胞（細胞を作る働きをもつ細胞）移植の際に残存する未分化細胞が容易に腫瘍を形成

するため、再生医療の実現化は安全面において問題を抱えている。そこで腫瘍化防御機構として

注目を浴びている細胞老化の分子機構を明らかにし、老化特性を腫瘍細胞に導入するという、独

創的な考えを導き出した。 

2. 研究の目標 
ほとんど理解されていない細胞老化の分子機構を明らかにする。そしてその知見を利用し

て腫瘍細胞に細胞老化の性質を導入し、腫瘍化防止技術を開発する。最終的に臨床応用し、

国民の健康社会の実現に寄与することを目指す。 

3. 研究の特色 
細胞の腫瘍化についての独自の研究成果に立脚したアプローチで独創性の高い研究成果を

生み出す点と、世界的にトップレベルの研究グループとチームを組み、基礎から臨床応用ま

で幅広く取り組む点が本研究の特色である。 

4. 将来的に期待される効果や応用分野 
再生医療の実現化に加え得られた知見や確立した技術を、抗がん剤の開発、がんの診断マーカ

ー、癌治療、アンチエイジングの開発など極めて重要な分野に応用できる。 

【年度計画 24】 
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名古屋市立大学 大学院薬学研究科 創薬基盤科学研究所 

 

 設立記念シンポジウム 
 

（開催趣旨） 

平成２３年秋、薬学研究科が保有する創薬にかかわる最先端の知的資源を有効に利用し、創薬

シーズを見出す研究を遂行するとともに、創薬研究に携わる有能な人材を育成することを目的と

して創薬基盤科学研究所を設立し、それを記念して開催した。 
 
 

１ 主催：名古屋市立大学 大学院薬学研究科 

２ 日時：平成 23 年 11 月 12 日（土） 13 時 30 分～17 時 30 分 

３ 会場：名古屋市立大学 大学院薬学研究科 薬友会館 ３F 水野ホール 

４ 対象、参加人数：教職員、学生、一般市民、民間企業研究者等  ９８名 

５ テーマ、シンポジスト 

(1)「日本のアカデミアにおける創薬オープンイノベーション」   
長野 哲雄 東京大学 創薬オープンイノベーションセンター長  

薬学系研究科長 教授 
 
(2)「製薬企業からの提言：創薬イノベーションと人材の育成」 
近藤 裕郷 塩野義製薬株式会社 執行役員 信頼性保証本部長 

日本薬学会 医薬化学部会長 
 
(3)「大学における創薬研究に望む：医薬品審査の立場から」 
内海 英雄 （独）医薬品医療機器総合機構 理事・審査センター長 

 
(4)「大学における創薬研究：医療の立場から」 
上田 龍三 名古屋市病院局長 

名古屋市立大学 顧問 病院連携理事 名誉教授・特任教授 
 
 

【年度計画 26】 
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【年度計画 27】 

平成２３年度より新しく開始する 

名古屋市立大学大学院薬学研究科 

東海薬剤師生涯学習センター運営規程 

ねらい 

三公立連携薬剤師生涯学習支援講座の３年間の実績を踏まえ、そこで培った経験や資材、三公立大学

との連携そして本学の医学部、看護学部との有機的連携ならびに名古屋市立大学薬学部同窓会（薬友

会）にも協賛いただき、全国で初めての公立大学の薬剤師生涯教育センターとして本格的な研修を継続

発展させていくことは、名市大が東海地区の薬剤師教育の中心的役割を担い、将来の薬学部教育の中

で先導的立場を確立するために大変重要である。また、薬剤師卒後教育の推進は、新しく設置される６年

制薬学部の社会人大学院への大きな布石になるとともに、実務実習などの臨床実習の指導者として質の

高い薬剤師を確保することにも有用である。 

 

１）事業母体の組織体制 

 本事業の実施母体は名古屋市立大学大学院薬学研究科である。平成２０年に設置した三公立大

学による東海地区地域連携リカレント教育センターを継承して新たに設置する東海薬剤師生涯学習

センター（以下、学習センター）が主として本事業を担当、実施する。本事業は本研究科の教育活

動の一環と位置付け、本研究科が責任を持って運営にあたる。 
  
２）学習・研修の種別 

①三公立連携講座 
 三公立大学が分担して９０分講義を１単位として年間９単位を目安に実施。講義は、Ｗｅｂによ

るＴＶ会議システムを利用して、３会場での同時受講を可能とする。 
 他大学で行われる講義については、それぞれの大学が独立して運営管理にあたる。従って、名市

大で行われる講義のみを学習センターは担当する。名市大での受講料は１年分を申込時に徴収する。 
  
②実習コース 
 「三公立連携講座」で行ってきた実習を大学の実習施設を利用して実施。実習は１回１８０分で

２単位とする。実習は、受講人数を設定し、実習毎に受講生を募集する。受講人数を超えた受講希

望者があった場合は、三公立連携講座受講生を優先して、事務局での抽選にて決定する。受講料は

実習毎に設定し、実習時に徴収する。実習コースは愛知県薬剤師会の支援を受けて実施する。 
 
③演習コース 
新しくＳＧＤなどを中心とした演習コースを設置。講師の講義+演習を年間で定期的に行い、講
義からだけでは得られない技能修得を目指す。演習コースも実習コース同様、1 回１８０分２単位
とする。受講人数を設定し、演習毎に受講生を募集する。受講人数を超えた場合は、三公立連携講

座受講生を優先して、事務局での抽選にて決定する。受講料は演習毎に設定し、演習時に徴収する。

演習コースは愛知県薬剤師会の支援を受けて実施する。 
 
④薬友会 卒後講座 
  薬友会が行う卒後講座を学習センターの認定講座として 90分 1単位として認定する。 
 本講座は薬友会が募集・実施・経理等を行い、学習センター事務局は学術・事務支援と教育セン

ターの広報に載せるなどの補助業務を行う。 
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23 年度名古屋市立大学東海薬剤師生涯学習センター講座の概要 

 
 

講座コース：三公立連携薬剤師生涯学習支援講座  

受講料：8,000 円 

開催日、メイン会場、内容、参加人数 

開催日 メイン会場 内容 参加

平成23年 

6 月 1 日(水) 
名市大 

医薬品の安全性確保とレギュラトリー・サイエンス 44

 

6 月 15 日(水) 岐阜薬大 薬剤師を取り巻く状況と薬剤師への期待
 

37

7 月 13 日(水) 静岡県大 
2 型糖尿病の治療戦略―DPP-4 阻害薬の有用性を

中心として 
 

44

8 月 10 日(水) 名市大 
エビデンスに基づいて向精神薬を使い分ける！ 

～薬理学的視点から薬剤師ならではの判断を下す～

44

9 月 14 日(水) 岐阜薬大 高齢者の薬物療法 40

10月12日(水) 静岡県大 
ヘルシンキ宣言を理解して臨床研究推進・臨床試験

審査に役立てる 

32

11月16日(水) 名市大 フィジカルアセスメントの基本 33

12月14日(水) 岐阜薬大 薬剤師さんに知ってもらいたい歯医者のお仕事 32

平成24年 

1 月 11 日(水) 
静岡県大 

機能性食品の有効性と安全性評価 33

 
 

 

講座コース：名古屋市立大学薬学部卒後教育講座  

受講料：5,000 円 

開催日、内容、参加人数 

開催日 内容 参加 

平成 23 年 

9 月 11 日(日) 

歯科領域における金属アレルギーの診断と治療 

197

9 月 11 日(日) 緩和医療の意義と役割

10 月 16 日(日) 合剤は降圧治療を変えるか

20410 月 16 日(日) 創薬を支える薬物送達システム 

－最適な薬物治療をめざした創剤研究－ 

11 月 6 日(日) 女性泌尿器科の最新医療－尿失禁と骨盤臓器脱 
182

11 月 6 日(日) 認知症の全て（治療薬の現在と未来） 
 

【年度計画 27】 
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講座コース：実習コース「問診の技法」 

（セルフメディケーション財団：愛知県薬剤師会生涯学習特別委員会 共催）  

受講料：無料 

開催日、内容、参加人数 

開催日 内容 参加 

平成 23年 12 月  8 日(木) よくある症状 その１ 頭痛 6

  12 月 15 日(木) 
よくある症状 その２ 胸痛  

付録：携帯心電計で分かることの実習
 

4

平成 24 年 1 月 12 日(木) よくある症状 その３ 発熱 6

1 月 19 日(木) よくある症状 その４ 腹痛 6
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23 年度愛知県薬剤師会生涯学習特別委員会企画講座 

 
講座コース：薬剤師のための臨床心理学演習 

（名古屋市立大学東海薬剤師生涯学習センター 協力） 

受講料、定員：愛知県薬剤師会会員全 7回 7,000 円、非会員 14,000 円 30 名 

開催日、内容、参加人数 

開催日 内容 参加 

平成 23年 8 月 20 日(土) 非言語コミュニケーション① 30

  9 月 24 日(土) 非言語コミュニケーション②
 

27

10 月 1 日(土) 緊張・リラクセーション
 

25

11 月 15 日(土) がん患者会からの話 22

平成 24年 1 月 7日(土) ブリーフサイコセラピー 23

2 月 4 日(土) インクルーシブセラピー 22

3 月 3 日(土) 演習のまとめ 21
 

講座コース：初心者パソコン/グミ製剤/無菌操作 実習 

（名古屋市立大学東海薬剤師生涯学習センター 協力） 

受講料、定員：愛知県薬剤師会会員 1回 2,000 円、非会員 4,000 円 20 名 

開催日、内容、参加人数 

開催日 内容 参加 

平成 23年 7 月 31 日(日) ①初心者のためのパソコンを利用した E-ラー

ニング教室 
8

  8 月  8 日(日) 薬局でもできるグミ製剤 

「飲みにくい薬を飲みやすくする工夫」
 

7

9 月 25 日(日) ②初心者のためのパソコンを利用した医薬品

情報の活用 
 

20

12 月 18 日(日) 在宅で必要な注射薬の手技を学ぶ 

「あなたは正しい手洗いができますか」 
17

 

 

【年度計画 27】 
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【年度計画 27】 

 

平成２３年度 

「専門的看護師・薬剤師等医療人材養成事業」申請内容 

 

大学名 名古屋市立大学 

設置者名 公立大学法人名古屋市立大学 

プログラムの名称 

（全角２０文字以内） 

チーム医療に貢献する薬局薬剤師の養成 

副題：薬学部、医学部、看護学部、附属病院が連携して実施する

地域チーム医療に貢献する薬局薬剤師養成 

 

 

１．プログラム全体の理念・概要・特色（新規性、独創性を含む）（４００字以内） 
 

本プログラムは、医学部、看護学部、附属病院の支援の下に、愛知県内で在勤の薬局薬

剤師を対象として、チーム医療の担い手として貢献できる高い臨床能力を育成することを

目的として実施する。 

 処方せん調剤や在宅療養指導、健康相談などを通じて地域医療に貢献することが求めら

れながら、病院薬剤師と異なって必ずしも充分にチーム医療を担うための研修の機会がな

かった薬局薬剤師に的を絞って、薬学部のみならず医学・看護学部、附属病院の人的資源

や医療研修施設の設備を活用することにより、これまで医学・看護学部、附属病院で培っ

てきた医療研修プログラムを基礎にして、薬剤師の実践的な臨床能力の育成を図ろうとし

ている点に本プログラムの特色がある。本プログラムの実施は地域医療の充実につながる

だけでなく、薬局実務実習指導薬剤師（以下 薬局指導薬剤師）のレベルアップを通じて

この地域における薬学教育の向上にも資するものである。 

 
２．本プログラムの必要性（４００字以内） 

 

現在、東海地域の多くの実務実習病院では、チーム医療に薬剤師がすでに参加し研修の

機会も持たれている。しかしながら、薬局の薬剤師は薬物療法、在宅療法、プライマリ・

ケアにおいてチーム医療を実施できる可能性が大きく、在宅医療での褥瘡ケアに積極的に

参画している薬局薬剤師などが出てきているのにも関わらず、他職種と連携する医療知識

や技能、コミュニケーション能力等を習得し研鑽する機会がほとんど与えられていない。

また、実務実習薬局の学習体制が不十分なため、実習生に対して薬局薬剤師の地域医療へ

の対応をきちんと教育できる薬局は少なく、6年制薬学部の臨床教育において大きな課題

となっている。大学が積極的に実務実習を依頼する薬局施設への研修をサポートして地域

医療に貢献する高い臨床能力を持つ薬局指導薬剤師を育成することは、地域のチーム医療

の推進に必要なだけでなく、6年制薬学部教育にも大きな必要性があると言える。 
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 2

３．プログラムの実施体制等 

（１）プログラムの実施内容・実施体制 

＜プログラムの実施内容＞  

①医療系学部連携による新しい薬局指導薬剤師研修プログラムの開発と実施 

 地域におけるチーム医療に貢献する薬局指導薬剤師を養成するための新しい研修プロ

グラムを医学・看護学部、附属病院で行っている教育研修を活用して開発し、薬学部・医

学部・看護学部・附属病院が連携して実施する。研修プログラムには下記の3つの領域を

設定する。領域１は主に医学部、附属病院、領域２は主に看護学部の支援を仰ぎ、領域３

は、医師、看護師など他医療職種とのグループ討論を通して連携を深めながら研修を行な

う。研究発表能力の育成は薬学部教員のサポートにより進めていく。 

領域１＜薬剤師が医療現場で活動する際に必要な知識・技能＞ 

在宅療養、薬局店頭で薬物療法のモニタリングや患者支援に活用できるフィジカルアセ

スメント、基本的医療用具、機器類の取り扱い、救急救命措置の基礎、褥瘡ケアなどの知

識・技能の習得を目指す。フィジカルアセスメントについては実際の薬局店頭や在宅支援

時に実際に活用してその有効性や問題点を考察する。 

 領域１の研修については、薬学部実習施設ならびに附属病院臨床シミュレーションセン

ター、医学部研修施設にて実施し、医学部、附属病院から派遣される教員が指導を担当す

る。実際の薬局店頭や在宅支援時の有効性や問題点の検証については、受講生の所属薬局

や、ＮＰＯ褥瘡ケアを考える会、愛知県薬剤師会等の支援を得て実施する。 

領域２＜患者に接する際に必要な知識・技能・態度＞ 

在宅や店頭での健康相談に対応するための医療知識やコミュニケーション技術を基本

に、患者の介護支援や精神的ケアを可能にする知識・技能・態度を習得する。 

 領域２の研修については、看護学部の教員を中心に、附属病院の医師、看護師が連携し

て指導を担当し、附属病院内研修施設、医学部医学教育センターにて実施する。 

領域３＜症例等を科学的に分析し、学術的に発表する知識・技能＞ 

薬局指導薬剤師が薬物療法の症例を持ち寄り、薬学部、医学部、看護学部教員をチュー

ターとして症例を検討する、あるいは学術論文をもとに薬物治療効果を吟味する等で、薬

剤師自身が薬物療法の指針を積極的に考える訓練を行なう。さらに、検討した症例などを

もとに臨床研究として学術的に発表するためのサポートを薬学部教員が行うことで、薬局

指導薬剤師の臨床研究能力を育成する。 

 領域３については、医学部、看護学部、附属病院と連携し、名古屋市立大学東海薬剤師

生涯学習センター（以下 学習センター）を主研修会場として実施する。 

 

②先進的な薬剤師活動を行っている医療現場の見学と情報交換 

チーム医療で薬剤師が積極的に活動を行っている病院施設、病院薬剤部と地域保険薬局

が連携して患者情報を共有して薬物治療に効果をあげている施設、実際に病院と在宅患

者、介護支援者と連携して効果を上げている薬局施設等への見学会を年1回～2回実施し

て、受講生の薬剤師業務の今後の方向性を考えモチベーションを向上させる機会とする。

 附属病院、実務実習実施病院・薬局等から薬剤師の積極的な活動状況について情報を収
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集し、愛知県薬剤師会や病院薬剤師会とも連携して、直接現場で活躍する薬剤師と薬局薬

剤師が情報交換できるような機会を設ける。 

 

③シンポジウムの開催 

本研修プログラムの方向性を確認するため「薬剤師業務と生涯研鑽の今後を考えるシン

ポジウム」を本研修企画の１年目と３年目に実施する。講師は先進的な活動をしている現

場薬剤師や大学教員等に依頼し、講師と参加した薬剤師とのパネルディスカッションも実

施して受講生のモチベーションを向上させるとともに、広く愛知県内の薬局薬剤師に広報

して参加を呼びかける。 

 

＜プログラムの実施組織＞ 

研修コースの企画・実施組織：「薬剤師臨床研修委員会」 

薬学部内に新しく「薬剤師臨床研修委員会」を設置して事業の実施にあたる。委員会は

委員長と5名の学内委員（薬学部2名、医学部、看護学部、附属病院各1名）から成り、下

記3つの小委員会を委員会内に設置する。各小委員会委員も、研修委員会委員を責任者と

して、薬学部、医学部、看護学部、附属病院から選出された委員で構成する。各小委員会

で協議された内容は研修委員会において検討し決定する。 

運営小委員会：研修の企画・実施計画等全般を協議する。 

医療・情報等の安全管理もこの小委員会が担当する。 

カリキュラム小委員会：本研修で実施する研修の具体的内容を協議する。 

広報小委員会：薬局指導薬剤師への広報や各種団体との連携を担当する。 

学内評価委員2名と学外評価委員3名の評価委員を別途置き、研修の評価を実施する。

本研修の事務的な業務を専属で行う事務職員を1名置いて対応する。 

 

４．プログラムの実施計画 

（１）本年度の実施計画 

①9月～11月： 

名古屋市立大学薬学部内に東海薬剤師生涯学習センターを母体に新しく「薬剤師臨床研

修委員会」を設置し、運営小委員会、カリキュラム小委員会を開催して具体的な研修内容

を協議する。 

 運営小委員会、カリキュラム小委員会からの提言を受け、薬剤師臨床研修委員会が実際

の研修スケジュール、会場、講師などを決定する。愛知県薬剤師会を通して新しい研修を

受講する薬局指導薬剤師の募集を開始する。 

②12月～3月： 

新しい研修コースの実施。初年度は 

領域１ フィジカルアセスメント、病棟や在宅医療で使用する機器類の取り扱い、注射、

点滴の実技、救急救命措置を中心とした実習コース4科目4回(1回4時間)実施。 

領域２ 患者や相談客との基本的なコミュニケーション技術をロールプレイなどで学ぶ

研修を2回(1回4時間)実施。ロールプレイに臨床心理士や医師、看護師などの他職種にチ
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ューターを依頼する。 

領域３ 薬剤師が医療現場で実際に遭遇した薬物療法の症例を取上げて、そこに医師、

看護師など他職種スタッフが参加して、薬物療法についての検討を行なう定期的なワーク

ショップを3回(12月～2月毎月1回5時間)実施する。薬学部医薬品安全評価学分野教員によ

る疫学的研究論文考察ワークショップを1回(3月)実施。 

病院と薬局が連携して患者の薬物療法を支えるシステムを構築している地域の医療施

設見学会を実施し、実際の病院や薬局での業務を見学するとともに、その地域の薬剤師と

情報交換をして、自分達の地域での薬剤師業務の可能性を考察する。 

③3月： 

研修委員会主催による「新しい薬剤師業務を支えるために：今、薬局薬剤師に何が求め

られ、何が可能か」と題したシンポジウムを実施する。このシンポジウムには先進的に医

療現場で活躍している薬剤師、在宅医療で貢献している薬剤師、実務実習で進んだ指導を

行なっている実務実習指導薬剤師を講師に招き、その業務について報告してもらうととも

に、パネルディスカッションを行う。今後の薬剤師の方向性を確認し、さらにそれを支え

るための研修についての提言を本シンポジウムから発信する。 

 期間が短いため、年間の研修プログラムは24年度完成を目指し、受講生もまず20名を 

先行募集して研修を開始。20名は次年度に未履修の科目を別枠で受講することも可能とす

る。 

 

（２）２４、２５年度の実施計画 

24年度： 

領域１ フィジカルアセスメント、医療機器取扱い、注射・点滴実技、救急救命措置は継

続して実施。フィジカルアセスメントでは、血糖値やHbA1c、PT-INR測定器、パルスオキ

シメーターなどの測定機器を実際に薬局店頭で測定を実施し、患者や相談客などの反応や

現場での課題などを考察する実習も加えて年6回の研修を実施する。 

領域２ 緩和ケア、認知症、心理カウンセリングの専門講師による講義や演習を加えて年6

回の研修を実施する。 

領域３ 症例検討ワークショップの継続、プライマリ・ケア、在宅支援時の対応検討もワ

ークショップに追加。実際の医療現場での臨床研究をサポートして学会・論文発表を進め

るワークショップも開始して年10回のワークショップを実施する。先進的な薬剤師業務を

行っている施設の見学会を実施。 

 24年度に1年間の研修プログラムが完成し、年間40名の薬局薬剤師養成を行う。 

25年度： 

24年度の研修を継続実施。学習センターでサポートした臨床研究の学会・論文発表。3月

に23年度に実施したシンポジウムの第2回を実施して、研修を受講した薬剤師、大学教員

などを講師に今後の薬剤師生涯研鑽と新しい薬学部教育についての提言を行う。 
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 (表１) 研修＜領域＞の具体的内容（年間研修プログラム） 

 研修の内容（科目） 主たる研修会場 

領域１ 
(5科目 

年 6回) 

①フィジカルアセスメント 

（聴診、血圧、血糖値、HbA1c、酸素飽和度等） 

②在宅医療における基本的医療機器類の取扱い 

③点滴や注射器具の使用方法と実技 

④救急救命措置 

⑤褥瘡ケアなど在宅薬物療法の実技 

薬学部実習施設 

附属病院臨床 

シミュレーション

センター 

領域２ 
(4科目 

 年 6回) 

①医療コミュニケーションの基礎 

②高齢者、障害者支援のための介護技術 

③災害時などのストレスを軽減する看護技術 

④緩和ケアやうつ病など精神的支援の必要な患者ケア

附属病院研修施設

医学教育センター

領域３ 
(年 10 ﾜｰｸ 

ｼｮｯﾌﾟ) 

①薬物療法の症例検討 

②学術論文による科学的検討 

③症候学に基づく患者分析 

④学会・論文などの学術発表準備 

東海薬剤師生涯 

学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図１）名古屋市立大学による薬局実務実習指導薬剤師研修プログラム 
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経済研究科附属経済研究所 平成 23 年度プロジェクト研究 

 

１）名古屋市・東海地域の産業再構築とイノベーション 

期間：平成 22 年度～平成 23 年度 

概要：４７都道府県の民間資本ストックを、県民経済計算年報より推計し、名古屋市・

東海三県と他都道府県との比較を行う。また政令指定都市に関しては、県民経済計算

において GDP 統計が作成されていることから、名古屋市、東海三県との比較も合わせ

て行う。財務データを用いたミクロ分析では、名古屋企業の設備投資向け資金需要が、

①民間資本ストック、②銀行競合度、③その他、の要因がどの程度の説明力を有する

のかを検証する。 

 

２）都市における生態系サービスの評価：名古屋での指数策定に向けて 

期間：平成 22 年度～平成 23 年度  

概要：都市部での独自の環境指数策定の基礎資料となる情報の収集と分析を加え、提言

を行うことを目的とする。 

具体的には、欧米の都市で主流化している、種や個体数の増減などの動向と、科学

と政策を単線的な論理で結び付ける DPSIR モデルを批判的に評価し、その限界を踏ま

えつつ、別のモデルを模索する。例えば、題材は水のサービスなどに特化し、住民の

社会価値の把握と地図での分布サービスと満足度という観点からの指数の策定を視野

に研究を行なう。 

 都市と生物多様性を考える上で、都市の生活は都市部以外の農村、山村、漁村など

の地域社会とつながっている。食糧、エネルギー源は大きく都市部以外の場所や海外

に頼っている。同時に、集中豪雨や洪水の制御、空気や水の浄化といった調整の機能

は、外国から輸入できるわけではなく、街の周りに生態系があってこそ成り立つもの

だ。「クーラーの要らない街」には、生態系が欠かせない。名古屋市で、指数を検討

していく上で、食糧や水の供給サービスだけではなく、調整・制御の機能と呼ばれる、

気候や空気・水の浄化といった生態系の機能についての指数化への課題を明らかにす

る。 

 

３）東海地域の経済発展と環境問題 

期間：2010 年度～2012 年度 

概要：東海地域の経済発展との関連において環境問題の発生とその変遷そして解決を検

討し、そこから環境政策に関するインプリケーションを導くことを目的とする。主た

る対象を四日市周辺あるいは東海地域として、どのような問題が未だに解決されない

問題が残っているのか、どのような問題が経済発展とともに解消されえたのか、等々

を検討する。環境負荷を与える要因は経済発展とともに多岐に渡り、様々な種類の環

境汚染物質とそれを排出する産業や商品がある。これらについて、検討を加えながら、

環境問題と経済発展の関係を検討する。それによって得られたインプリケーションが

他の地域、特に発展途上経済、に対してどの程度一般性をもつかも検討する。 

【年度計画 28】 
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【年度計画 29】 
 

平成 23 年度 プロジェクト研究の概要 

 

1)「名古屋の『観光まちづくり』に関する人文社会科学分野からの学際的研究」 

代表者：山田明 

平成 18年度から継続する研究で、人文社会学部専門科目「名古屋と観光」と
連動させながら、学生や市民に名古屋の観光まちづくりへの関心の喚起につと

めている。平成 23年度は、市博物館学芸員を交え、名古屋の近代化の足取りを
確認、また東日本大震災を受け名古屋の防災減災のありかたも課題に加え、調

査をおこなった。 

 
2)「文学と精神分析―フロイトの方法的有効性」 

代表者：土屋勝彦 

今年度からの新しいテーマである。フロイトの精神分析の方法意識が今なお

文学研究において有効であるとすれば、どのような形式、方向において可能で

あるのかを、ゲーテ、ジャン・パウル、カフカ、イェリネク、グリム童話、現

代における越境作家などを対象に追究している。 

 
3)「市博物館・地域と市立大学との連携による街づくり」 

代表者：阪井芳貴 

人文社会学部現代社会学科２年専門科目「社会調査実習」阪井班の活動（課

題「博物館に若者を呼び込む方法」）を支援しながら、「はくぶつかんなつま

つり」、「ワークショップ」、｢九州国立博物館」との連携などを通して、新た

な市大と市博物館の連携がもたらす桜山の街づくりを検討した。 

 
4)「18 才のハロー・ファミリー 次世代育成支援のための基礎的研究」 

代表者：石川洋明 

平成 22年度から継続研究である。次世代育成支援のために、子ども・子育て
に関する現状把握、次世代育成支援施策の検討、若い世代に対し発信すべきメ

ッセージの検討などをおこなってきたが、平成 23年度は自立調査および条例調
査のデータ分析を中心に、研究の最終的なまとめをおこなっている。 
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【年度計画 29】 

平成 23 年度 講演会・シンポジウム「文化財を守る」 

（人間文化研究所と名古屋市博物館との共催） 

 
テーマ：「文化財を守る－東日本大震災の教訓から－」 

日時：11月 26日（土）13:30～16：50 
会場：名古屋市博物館講堂 
参加人数：40名（大学院生・博物館学芸員を含めると 50名） 
 
概要 
(1)講演会  
①講演者 藤原徹 東北芸術工科大学教授 
②講演の概要 
藤原教授自身の被災体験を導入に、大震災によってもたらされた文化財や

博物館等施設への被害の実態、その修復作業の現状について、スライドを用

いながら、きわめて具体的に説明がなされた。 

 

(2)シンポジウム  
①パネリスト 藤原徹氏・瀬川貴文名古屋市博物館学芸員 

山田明名古屋市立大学人間文化研究科教授 
（司会：阪井人間文化研究所長） 

②シンポジウムの概要 

   藤原氏の講演を受ける形で、東日本大震災の被災地での文化財レスキュ

ーに名古屋市から派遣された瀬川市博物館学芸員と、被災地での調査を数

次にわたりおこなってきた山田明教授の報告があり、震災・津波への対応、

特に、近い将来東海・東南海・南海地震が発生すると指摘されている名古

屋市内の文化財をどのようにして守っていくかについて議論した。昨年の

講演会・シンポジウムでは、市立大学と市博物館と地域の連携による新た

なまちづくりを模索したが、その成果を踏まえつつ、市民の貴重な文化財

を守るために大学と博物館が何をすべきかを、来聴者とともに考える機会

になった。 
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【年度計画 30】 

「建築遺産の保存：研究と応用」企画展・国際シンポジウム 

 
イタリアのトリノ工科大学、パドヴァ大学、ミラノ工科大学から３名の外国人講師、

日本からは文化庁、株式会社文化財構造計画（元公益財団法人文化財建造物保存技術協

会）の方々を講師として招聘し、「地震リスクから歴史的建造物を守るための最新技術」、

「歴史的建造物を活用したまちづくり」に関する講演を実施。 

 本企画は、本研究科教授が、イタリア政府の助成金や独立行政法人日本学術振興会の

科学研究費補助金を得て、パドヴァ大学、トリノ工科大学と共同で行っているイタリア

のラクイラでの被災地調査や歴史的建造物保全技術の開発に関する共同研究を契機と

して実施したもの。 

 

【企画展】 

会 期  平成 23 年 11 月 23 日（水）～11 月 27 日（日） 

       平成 23 年 12 月 5日（月）～12月 16 日（金） 

       9:00～17:00  ※11 月 23 日（水）は 14:00～17:00 

場 所  名古屋市立大学芸術工学部（名古屋市立大学北千種キャンパス） 

 芸術工学棟 １階 西ギャラリー 

 

【国際シンポジウム】 

日 時  平成 23 年 11 月 27 日（日）13:30～17:00 

場 所  名古屋市立大学芸術工学部（名古屋市立大学北千種キャンパス） 

 芸術工学棟 １階 Ｍ１０１教室 

  参加者  約４０名 本学学生、教員、市職員等 

アンケート結果（アンケート回収数 ８） 

    

 

添付資料：案内チラシ 

性別 男性：５  女性３ 

年齢 20 代：２  30 代：２  50 代：３  60 代：１ 

職業 公務員：５  教員：１  学生：２ 

住まい 名古屋市内：６  名古屋市外：２ 

情報入手媒体 ポスター：１  家族・知人紹介：４  大学ＨＰ：１ 

その他：２ 

参加動機 自分の仕事に役立つ：３  テーマに興味：５ 

感想 大変よかった：２   よかった：６ 
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【年度計画 30】 

「3.11東日本大震災への追悼展覧会 失われた街」 

「3.11東日本大震災への追悼シンポジウム 生と命の街へ」 

 
  本研究科教員はじめ全国１３大学の建築系研究室が参加し、１４か所の被災地を調査、震災以前の

街を模型として復元し、展示する展示会を開催。また、震災を再認識するとともに今後の名古屋市を

はじめとする我が国の街にどのようなヴィジョンが必要とされるのかを考えるきっかけとなるよう、

名古屋市関係者や建築・都市に関わる学識者との意見交換のシンポジウムを開催した。 

 

 

【展覧会】 

会 期  平成24年3月17日（土）～4月7日（土） 

       平日のみ開催（ただし3/17,4/7は開催） 

       10:00～17:00 

場 所  名古屋市立大学芸術工学部（名古屋市立大学北千種キャンパス） 

 芸術工学棟 １階 アトリウム 

  展覧会見学者数（記帳者のみ、3/28現在） 約１４０名 

 

【シンポジウム】 

日 時  平成24年3月20日（火）14:00～17:30 

場 所  名古屋市立大学芸術工学部（名古屋市立大学北千種キャンパス） 

 大講義室 

  参加者  約１５０名 一般市民、本学学生、教職員等 

アンケート結果（アンケート回収数 ５５） 

    

添付資料：案内チラシ 

性別 男性：３３  女性２１  不明：１ 

年齢 10代：４  20代：３４  30代：４  40代：８ 

50代：２  60代：２  不明：１ 

情報入手媒体 

（複数回答可） 

新聞：０  ポスター：１４  家族・知人紹介：２８  大学ＨＰ：５ 

その他：１０ 

感想 大変よかった：３５   よかった：１４  ふつう：２ 

よくなかった：０   不明：４ 
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